
 

 

 

 

 

  

２学期が始まり、新型コロナウイルス感染症やインフルエンザの罹患者がやや増えた時期もありましたが、９月

中旬には状況も落ち着き、無事に彩雲祭を実施することができました。４年ぶりに保護者の皆さまや地域の方々に

も来場いただいた彩雲祭は盛況となり、生徒の皆さんの躍動する姿をたくさん見ることができました。力を合わせ

ることで可能性を広げ、想いを実現できることを体感しました。この後は、２学期中間考査が控えていますが、気持

ちを切り替えて学習を進めてください。ともに「学びの秋」を充実させましょう。 

 

第３０回 彩雲祭 ９月２２～２３日 

 

９月２２日（金）２３日（土・祝）に第３０回彩雲祭（文化祭）を実施しました。４年ぶりに２日間で行い、食物

バザーや有志ステージの実施、保護者・一般公開と通常規模での彩雲祭となりました。今年度の行事テーマは、「新

しい新高のリーダーズ～愛と勇気ではみ出していく～」。一人ひとりのあふれる個性を生かして、行事をともに創り、

楽しもうという思いが込められています。 

１日目の午前中は、体育館でオープニングセレモニー、吹奏楽部・放送部・琴部・ＥＳＳ部・

音楽選択生のステージ発表、各クラスの取り組み紹介等を行いました。昼食後、校舎内でクラ

ス・クラブ・授業展示等を実施するとともに、体育館では久しぶりの有志ステージが行われ、

さまざまなパフォーマンスが披露されました。オープニングセレモニーでは、川本晴春生徒会

長が、「４年ぶりの通常開催で嬉しい反面、何から準備してよいか不安なところもあったと思

います。その中で、クラブ・クラスともに全員が協力して今日を迎えられたことを嬉しく思い

ます。ルールを守って、最高の彩雲祭を、新高全員で全力で楽しみましょう。」と挨拶しまし

た。また、問芝璃音菜実行委員長は、「高校生活最高の思い出となるように、彩雲祭を全力で

楽しみましょう。」と語り、動画を通じて彩雲祭を楽しむための諸注意を伝え、ルールを守る

ことを呼びかけました。 

２日目は、クラス・クラブの制作展示、アトラクションや、クラブ・委員会の活動発表に加

え、３年生や振学会・同窓会の方々による食物バザー、また献血等が実施されました。 

２日間を通じて大変多くの方々にご来場いただき、大盛況でした。地域の方々に、さまざま

な活動をご覧いただき、声援をいただきましたこと、心より感謝いたします。 
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新宮市立医療センター出前講座 ９月１３日 
 

９月１３日（水）１６：００から神倉ホールで、新宮市立医療センターによる出前講座を実施しました。現役看護

師の３名の方が、「看護師の仕事」と題した講演や、血圧計や聴診器、手術に使う道具などの医療器具に触れる体験

を通して、医療に携わる仕事について考える機会を設けてくれました。医療分野に関心のある１年生と３年生の２

３名が参加し、熱心に耳を傾け、体験に臨みました。 

 

くまの学彩「和歌山県と新宮市の健康」 ９月１５日 

 

９月１５日（金）７限、１年生対象の「くまの学彩」では、「和歌山県と新宮市の健康」と

題して東京医療保健大学和歌山看護学部看護学科教授の南部泰士先生が、体育館で講演して

くださいました。「少子高齢化が進む中で、健康であることや長生きすることの価値が改め

て問われている。健康でいるためには、人との繋がりが大事。皆さんは地域の、また世界の、

未来そのもの。健康に生きよう。健康であれば何でもできる。隣の人と支え合って新宮の健

康を盛り上げていこう。」と語られました。 

 

２学年キャリアゼミナール ９月２７日 

 

９月２７日（水）５～７限で、２学年対象のキャリアゼミナールを実施しました。進学講話、就職講座、公務員講

座に分かれて生徒たちは受講し、また進学希望者については、講話の後、進路希望や興味関心に応じて１１の分野

でさらに講義や説明を受けました。進学講話では、進路選択の心構えや入試の仕組み、大学選びのポイントなどが

話されました。社会で求められる力も変化してきている中で、今考え、取り組んでおくべきことについても言及さ

れました。進路実現に向けての取組を本格化させる時期にきている２年生にとって、自身に向き合い、進路につい

て考えを深め、行動を始める良い機会になったことと思います。 

 

曼荼羅絵解き in English ９月２９日 

 

９月２９日（金）７限目、「くまの学彩」の授業において、新宮ユネスコ協会の指導を受けて活動している２年生

５名が、体育館で１年生を対象に曼荼羅英語絵解きの発表を行いました。４月から月１回のペースで活動を続け、

１０月には「わかやまユネスコ・コングレス」での発表も控えています。これまでの活動の成果を発揮し、曼荼羅絵

解きを通して当地域の魅力を１年生と共有しました。 

 


